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1．はじめに
　我が国における子宮頸がん検診受診率は20～
30％にとどまり，70～80％の受診率を確保してい
る欧米諸国に比べ著しく低い。さらに近年，20～
30歳代の若い世代における子宮頸がん発症率の増
加という問題が生じている1）2）。子宮頸がんは，
性交渉を通して感染する HPV（ヒトパピローマ
ウィルス）が原因となって，約5～10年をかけて
癌化が生じたものであり，性行動の若年化や若者
の検診受診率の低さが，子宮頸がん発症率を増加
させていると言われている。生殖年齢における子

宮頸がんの増加は，女性やその家族にとっても深
刻な健康問題だといえる。
　そのような中，2009年に日本でも認可された子
宮頸がん予防ワクチンには，国内外の研究結果か
ら，子宮頸がん発生の制圧と費用対効果への大き
な期待が寄せられている3）4）5）。HPVには100以
上の遺伝子型があり，そのうち，子宮頸がん発症
に関連するハイリスク型に分類されるのは，16，
18型などの15種類である。一方，子宮頸がんの原
因になることはまれであっても再発を繰り返す性
感染症である尖圭コンジローマの原因となるのが，
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6，11型などのローリスク型 HPVである。現在，
日本で認可されている HPVワクチンには，16，
18型を予防する2価ワクチンと，それに加えて6，
11型も予防できる4価ワクチンの2種類があり，い
ずれかを選択して接種することが可能である。
　HPVワクチンは，特にセクシャルデビュー前
の未感染者である女子中高校生において，自治体
の積極的なワクチン接種勧奨事業が展開され，
2013年4月からは定期接種ワクチンに追加された。
ところが，同年6月より，ワクチン接種による局
所疼痛や失神，慢性疼痛などの副反応が問題視さ
れて以降，現在に至るまで，国の積極的勧奨は差
し控えられたままである6）。この日本の状況を受
け，世界保健機構（ ）では，HPVワクチン
の効果と安全性を再確認する声明がなされたが7），
親が安心して娘の接種を判断できる情報提供や医
療現場での体制には今だ至っていない。
　中高校生のワクチン接種には，保護者の意思決
定が大きく関与している。未成年者の HPVワク
チン接種行動は，特に母親の子宮頸がん予防意識
やワクチンに関する知識，子どもへの関わりなど
によって影響を受けることが複数の論文で報告さ
れている8）9）。日本では，HPVワクチンの認可か
らわずか3年余りでワクチン接種勧奨が中止され，
その間，娘のワクチン接種行動が母親の持つどの
ような背景に関連しているかを明らかにした論文
は少ない。また，母親を視点においた情報提供や
教育的アプローチは，今後の HPVワクチン接種
率のみならず，母娘双方の子宮頸がん予防意識に
大きな効果を与えることが期待される。
　本研究では，HPVワクチン接種推奨年齢の娘
を持つ母親において，子宮頸がんに関する知識・
意識と娘への教育的関わりを調査し，HPVワク
チン接種状況との関連性を明らかにした。これら
の結果は，子宮頸がん予防啓発事業における母親
へのアプローチの重要性を示唆するものである。
　
2．方法
2.1　対象
　福岡県内の中学1年生から高校1年生の生徒の保
護者3,828名を対象とした。
2.2　研究デザイン
　無記名自記式質問紙法による横断調査

2.3　調査期間
　2012年11月から2013年4月
2.4　実施方法
　各学校の協力を得る上で，福岡県教育庁と福岡
市教員会で調査の趣旨に対する理解を得た。調査
票は，協力の得られた12校の学校を通して保護者
に配布し，後日，生徒を介して学校で回収する留
め置き調査を実施した。調査票には，研究の趣旨
と個人情報の保護，協力は任意であること，調査
への不参加による不利益は生じないことについて
説明文書を同封した。なお，本研究は純真学園大
学保健医療学部における研究倫理審査委員会の承
認を得た。
2.5　研究の概念枠組み
 　Beckerらが開発した保健信念モデル（ヘルス
ビリーフモデル）では，人の健康行動は，単なる
知識だけではなく，「疾病に関するリスクや重大
さ」，「行動による利益と障害」に影響を受けるこ
とが示されている。また，Ajzenは，計画的行動
理論の中で，人の健康行動は，その「行動に対す
る態度（行動に対する肯定的もしくは否定的な意
識）」，「行動制御の認知（行動をすることの容易
さ）」，そして「主観的規範（本人の信条・周囲の
期待）」の3つの要素によって決定されると説明し
ている10）11）。
　これら2つの理論の観点から，娘の HPVワクチ
ン接種における母親の意思決定要因は，子宮頸が
んに関するリスクや重大さの認知（知識・脅威）
と HPVワクチン接種に対する肯定的もしくは否
定的意識，予防接種全般に対する規範意識が主な
要因として存在し，ワクチン接種による利益と障
害を統合して判断した結果，接種への意思決定と
実施が行われると仮定し，概念図で示した（図1）。
　母親が持つ子宮頸がん・HPVに関する知識は，
娘へのワクチン接種を動機づける一要因となりう
る。特にワクチンが認可されて間もない子宮頸が
んと HPVに関する母親の知識は一様でないこと
が予測される。また，新しい予防接種について気
軽に相談できる医療職者の存在は，母親への情報
提供と共に，娘のワクチン接種に対する意思決定
を促すと考えられる。子宮頸がんに対する脅威
（身近さ）や HPVワクチンへの肯定的意識，接種
費用の公費助成，予防接種全般に対する肯定的な
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信念は，娘のワクチン接種に対する有益性を高め，
接種への意思決定を促すと予測する。
　逆に，子宮頸がん・HPVに関する情報不足，
子宮頸がんへの関心の低さ，安全性への懸念など
HPVワクチンへの否定的意識，予防接種全般に
対する否定的規範意識は，娘へのワクチン接種に
対する障害性を高め，接種を躊躇する要因となり
うる。
　さらに，HPVは性行為によって感染すること
から，性感染症に対する認識が，娘のワクチン接
種への意思決定に影響を与えることを予測した。
　その他，母親の子宮頸がん予防行動として，自
身の検診受診行動と，娘への予防教育が挙げられ
るが，いずれも娘のワクチン接種に対する意思決
定との関連性が予測できる。
　これらの予測した母親の持つ関連要因と娘の
HPVワクチン接種状況との関連性を明らかにし
た。
2.6　調査内容
1）属性
　年齢，家庭内年収，就労状況，配偶者の有無，
学歴，健康状態とした。
　なお，調査票は，協力校を通して配布・回収を
行ったため，特に，年収，配偶者の有無，就労状
況，学歴などのプライバシーに関する設問につい
ては，各学校長と協議の結果，一部の協力校で，
要望のあった設問を削除した調査票を用いた調査
を実施した。
2）娘の HPVワクチン接種状況

　「すでに3回の接種を済ませた」「1年以内に3回
の接種を済ませる予定がある」「まだ接種してい
ないが予定がある」「まだ接種する予定がない」
「接種させない」の5つを選択肢とした。
3）HPVと子宮頸がんに関する知識
　Ragin12）らの HPV知識尺度を基に，「HPVとい
う言葉を聞いたことがある」「性交渉で感染す
る」「子宮頸がんの原因ウィルスである」「容易に
感染する」「男女に感染する」「感染後はウィルス
の除去ができない」「若い女性の感染が多い」「感
染しても無症状である」「尖圭コンジローマの原
因ウィルスでもある」「尖圭コンジローマと子宮
頸がんは異なる型のウィルスである」の10項目と
した。
4）HPVワクチンに関する知識
　RaginらのHPVワクチン知識尺度を基に作成し，
「HPVの予防接種について聞いたことがある」「ワ
クチン接種はまだ感染していない人に勧められ
る」「接種は女性が対象」「接種の奨励年齢を知っ
ている」「子宮頸がんの予防とコンジローマの予
防に効果的なワクチンがある」「ワクチン接種後
でも子宮頸がん検診は必要」の6項目とした。　
5）HPVワクチンに対する意識
　Raginらの意識尺度を参考に独自で作成した。
「HPVワクチン接種の前に，性に関する問題を検
討すべき」「ワクチン接種が無防備な性交渉を促
す」「効果に疑問」「安全性が不安」「男子にもワ
クチン接種すべき」の5項目とし，「とてもそう思
う」から「全くそう思わない」までの5段階評定
を用いた。
6）子宮頸がんへの脅威
　子宮頸がんという病気を身近に感じるかについ
て「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」「ど
ちらと言えばそう思わない」「思わない」の4段階
評定を用いた。
7）ワクチン接種費用に対する意識
　娘へのワクチン接種決定に費用が無料であるこ
とが重要かについて「とても重要」から「全く重
要ではない」の5段階評定を用いた。
8）予防接種全般に対する規範意識
　Allen13），mallow14）らの作成した尺度を参考に，
「感染症予防のため予防接種は重要」「親としての
義務」「予防接種に対する政府の対応が信頼でき

 
図 1　研究の概念枠組み
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る」「副作用が心配」「予防接種の種類が多すぎ
る」の5項目で構成し，「そう思う」「どちらかと
言えばそう思う」「どちらと言えばそう思わな
い」「思わない」の4段階評定を用いた。
9）性感染症に対する意識
　性感染症に対するネガティブな意識の有無につ
いて，「不特定多数の交際相手を持つ人が罹る」
「恥ずかしいこと」「子どもと話すのは抵抗があ
る」の3項目とし，「そう思う」「どちらかと言え
ばそう思う」「どちらと言えばそう思わない」「思
わない」の4段階評定を用いた。
10）娘との子宮頸がんに関する会話の有無
　娘との子宮頸がんに関する会話の有無とその内
容について回答を求めた。
2.7　データ分析
　SPSS ver 21.0を用いたχ2検定，t検定により，
娘のワクチン接種状況と母親の知識・意識の関連
を分析した。

3.  結果
3.1　対象の属性
　保護者2,097名，うち母親2,035名，父親56名か
ら回答が得られた（回収率54.9％）。そのうち，
中高校生の娘を持つ母親1407名を分析対象とした。
　母親の年齢は，77.0％が40代だった。収入は国
内平均年収の400万を上回る家庭が64.0％を占め
た。また，75.8％は，フルタイムもしくはパート
の仕事を持っており，12.0％は母子家庭だった。
健康状態は「良い」「まあ良い」「普通」を合わせ
ると93.9%を占めた（表1）。 
3.2　娘の HPVワクチン接種状況
　娘が，「すでに3回のワクチン接種を終了した」
もしくは「年内に終了予定」である者は78.4％
だった。「今後接種予定がある」を合わせると，
積極的なワクチン接種行動が推測できる母親は
87.7％を占めた。
　一方で，「まだ接種するかどうか決めていない」，
もしくは「接種させない」とする母親は合わせ
て12.3％だった（表2）。
　前者をワクチン接種群，後者をワクチン未接種
群の2群に分類し，合わせて1,324名を対象に，母
親の知識・意識に関する変数との関連を検定した。
　なお，ワクチン接種を中断した3.9％（55名）

 

表 1　対象の属性（n=1407）

 

表 2　娘のHPVワクチン接種状況（n=1407）
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については，「アレルギーなどの重い副作用が出
た（3名）」，「日程調整ができなかった（16名）」，
「接種回数・間隔に対する知識不足（5名）」など
の理由が記載されていた。これらについては，母
親の意思決定とは無関係に生じた結果と判断し，
分析データから除外した。　
　すでに3回のワクチン接種終了者のワクチン接
種施設は，小児科37％，内科39％で，産婦人科は
わずか7％だった（図2）。
3.3　娘の HPVワクチン接種状況と母親の要因
3.3.1　母親の子宮頸がん・HPVワクチン接種に
関する知識
　子宮頸がんという病気の認知については，「知っ
ている」41.9％，「病名だけ聞いたことがある」
50.8％，「全く知らない」1.2％という結果だった。
過半数の母親が，子宮頸がんについて，病名以外
の情報を持っていないことが示された（表3）。
　さらに，「子宮頸がんを知っている」と答えた
母親589名の HPVに関する具体的な知識を，
Raginらの知識尺度でみると（表4），「性行為で

感染する」77.8％，「子宮頸がんの原因」63.0％，
「容易に感染する」76.1％の順で正答率が高かっ
たが，「男女に感染する」27.3％，や，「尖圭コン
ジローマの原因ウィルスでもある」19.9％などの
性感染症と関連した事柄については，30％以下と
低い正答率であった。
　一方，HPVワクチン接種に関する知識につい
ては，子宮頸がんの認知度に関わらず，母親1407
名を対象とした。Raginらの知識尺度より，「ワ
クチン接種は女性が対象である」こと，「ワクチ
ン接種推奨年齢」，「ワクチン接種後の子宮頸がん
検診の必要性」，「ワクチン接種は HPV感染前に
奨励されている」ことについては，60～70％以上
の正答率であった。しかし，やはりコンジローマ
の予防に効果的なワクチンがあることを知ってい
るのは3割に満たなかった（表5）。
　なお，各知識尺度の内的整合性について，クロ
ンバックα係数を算出した結果，HPV知識尺度
では0.72と問題はなく，HPVワクチン知識尺度で
は0.67とやや低い数値が示された（表6）。

 

図 2　HPVワクチン接種施設（n=1025）

 

表 3　母親の子宮頸がんに対する認知（n=1407）

表 4　HPVに関する知識（n=586）
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　次に，娘のワクチン接種と母親の知識との関連
をみると，「子宮頸がんという病名だけを知って
いる」もしくは「子宮頸がんを知らない」という
母親は全体の過半数を占め，接種群に比べて未接
種群に占める割合が有意に高かった（表7）。また，
HPV知識尺度得点，HPVワクチン知識尺度それ
ぞれの平均点は，いずれも未接種群に比べ接種群
に有意に高かった（表8）。
3.3.2　母親の子宮頸がん・HPVワクチンに対す
る意識（表9）
3.3.2.1  子宮頸がんに対する脅威
　子宮頸がんに対して「身近に感じる」と思う母
親は68.1％を占め，未接種群に比べ接種群に有意
に高かった。身近に感じる理由として，身近な人
物の罹患や死，自分自身の罹患や検診での要検査
経験などが記入されていた。
3.3.2.2　HPVワクチン接種に関する意識
　思春期女子への HPVワクチン接種が勧められ
ていることに対して，「ワクチン接種によって無
防備な性行動を促す」と思う母親は全体の18.5％

を占め，ワクチン接種群に比べ未接種群に有意に
高かった。「ワクチンの効果に疑問」「ワクチンの
安全性に不安」だと思う母親は，同様に娘のワク
チン接種群に比べ未接種群に有意に高かった。ま
た，「接種費用が無料であることは重要だ」とい
う母親は全体の94％を占め，ワクチン未接種群に
比べて接種群に占める割合が有意に高かった。
3.3.3  母親の予防接種全般に対する規範意識
　予防接種全般に対する規範意識の中で，予防接
種は「感染症予防のために重要」だと感じ，「子
どもに対する親の義務」だと認識している母親は
全体の90％以上を占め，予防接種に対して肯定的
な意識を持つ母親が多くを占めることが分かった。
この2項目について娘のワクチン接種状況別にみ
ると，いずれも未接種群に比べ接種群に有意に高
かった。
　一方で，「副作用が心配」「予防接種の種類が多
すぎる」という予防接種に対するネガティブな意
識を持つ母親は，接種群に比べ未接種群に有意に
高い結果だった（表10）。

 

*:p<0.05   **:p<0.01   ***:p<0.001

表 5　HPVワクチン接種に関する知識（n=1407）

表 6　各知識尺度の基本統計量

% *:p<0.05   **:p<0.01   ***:p<0.001 

表 7　娘のワクチン接種状況別　母親の子宮頸がん認知　
（χ2 検定）　n=1324

表 8　娘のHPVワクチン接種状況別　母親の知識得点（t 検定）
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***:p<0.001 

表 9　娘のHPVワクチン接種状況別　母親の子宮頸がん・HPVワクチンに対する意識（n=1324）

*:p<0.05   **:p<0.01   ***:p<0.001 

表 10　娘のHPVワクチン接種状況別　母親の予防接種全般に対する規範意識（n=1324）
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3.4.4　母親の性感染症に対する認識
　母親の性感染症に対する認識において，「子ど
もと話すのは抵抗がある」「性感染症に罹るのは
恥ずかしいこと」という認識は過半数を超え，
「不特定多数の交際相手を持つ人が罹る病気」と
いう認識に至っては79.6 ％を占めた。娘のワクチ
ン接種状況と関連があったのは，性感染症に対す
る羞恥心であり，ワクチン未接種群に比べ接種群
に高いことがわかった（表11）。

3.3.5　母親の子宮頸がん検診受診行動
　定期的に子宮頸がん検診を受診している母親は，
全体の26.8％を占め，ワクチン未接種群に比べ接
種群に有意に高かった（表12）。
3.3.6　娘との子宮頸がんに関する会話
　HPVワクチン接種を検討する際，母親と娘の
間で子宮頸がんに関する会話があったのは53％を
占め，ワクチン未接種群に比べ接種群に有意に高
かった（表13）。

表 11　娘のHPVワクチン接種状況別　母親の性感染症に対する認識（n=1324）

 
***:p<0.001 

 
*:p<0.05 

 

 

表 12　娘のHPVワクチン接種状況別　母親の子宮頸がん検診行動（n=1324）

表 13　娘のHPVワクチン接種状況別　子宮頸がんに関する母子の会話（n=1324）

表 14　娘との子宮頸がん予防に関する会話（複数回答）n=703
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　会話の内容は，「今ならワクチン接種が無料で
受けられること」が70％以上を占め，「子宮頸が
ん検診の必要性」や「感染経路について」など他
の項目は10～40％だった（表14）。

4．考察
4.1　HPVワクチン接種状況
　福岡県では2011年4月より全域で HPVワクチン
の無料接種が可能となり，各自治体によるワクチ
ン接種推奨事業が展開されてきたが，本調査で，
HPVワクチン接種推奨年齢である中高校生の接
種率は78.4 ％を占めた。これは，2012年の全国平
均接種率67.2％ 15）より高い結果となった。
4.2  母親の知識・意識の実態と娘の HPVワクチ
ン接種状況との関連
　2013年6月，米疾病対策センター（CDC）では，
HPVワクチンを導入した2007年より，14～19歳
女性における HPV感染率が50％以上減少したと
いう研究成果とともに，HPVワクチンの高い有
効性が発表された16）。しかし，米国の10代女児の
HPVワクチン接種率は53.8％にとどまり，その要
因として親が子どもに HPVワクチンを接種させ
ないことを指摘している。その主な理由には，
「安全性への懸念」「ワクチンあるいは HPVへの
知識がない」「10代はまだ性的に活発な年齢では
ない」という事柄を明らかにしている。これは，
接種効果が最も高いセクシュアルデビュー前の女
子におけるワクチン接種を促進するには，公費助
成のみならず，親に対する教育的アプローチが不
可欠であることを示唆するものと考える。さらに，
HPVワクチン接種が他の予防接種と異なるのは，
接種後も長期にわたり，定期的な子宮頸がん検診
が必要である点である。そのためには，ワクチン
接種だけではなく，HPVの感染経路，ワクチン
の効果と限界，検診の時期と受診方法について本
人の理解を促し，子宮頸がん予防意識を養うこと
が最も理想的である。しかし，医療現場での健康
教育には限界があり，親の果たす役割は大きいと
考える。
　母親の52％は，子宮頸がんという病気の名前だ
けを聞いたことがある，もしくは全く知らないこ
とが明らかになった。また，子宮頸がん検診受診
率は26.8％だった。大学生を対象にした調査では，

子宮頸がん予防教育を受けた経験は極めて少ない
ことが報告されており，予防教育の重要性と課題
が指摘されているが17），同様に母親世代も子宮頸
がん予防行動につながる教育を受ける機会がな
かったことが推測される。加えて，産婦人科で
HPVワクチンを接種する割合はわずか7％であり，
専門医である産婦人科医からの情報を得る機会も
希有である。母親の子宮頸がん・HPVワクチン
に対する知識と子宮頸がんへの脅威，検診行動は，
いずれも娘のワクチン接種に関連していたことか
ら，母親の子宮頸がんに対する理解と予防意識は，
娘のワクチン接種を促進する重要な要因だと言え
る。
　さらに，HPVワクチンの効果，安全性等の
HPVワクチンに対する意識は娘のワクチン接種
と関連しており，肯定的意識は接種群に高く，否
定的意識は未接種群に高いことが明らかになった。
Gina9）は，娘への HPVワクチン接種に対する親
の意思決定の障害となっているのは，ワクチンの
安全性と情報不足であることを指摘している。現
在，日本では，HPVワクチンによる重篤な副反
応が問題となり，ワクチンの積極的な勧奨が中止
されているが，今まで以上に，娘のワクチン接種
に対する親の葛藤が助長されることが予測される。
より客観的で科学的な情報がリアルタイムに母親
へ提供されることと，気軽に相談できる医療専門
職による窓口が必要とされている。
　対象年齢以外での HPVワクチン接種には，5万
円前後の高額な費用が必要となる。94％の母親は
ワクチン接種費用が無料であることを重視してお
り，娘の接種群には未接種群に比べて費用を重視
する母親が多かった。このことから，公的助成に
よるワクチン接種の無料化は，接種率向上に寄与
する一要因であることが予測できた。
　HPVワクチン接種に限らず，90％以上の母親は，
子どもの予防接種全般に対して，「感染症予防に
重要な事柄であり，親としての義務である」とい
う肯定的な規範意識を持っており，この規範意識
が娘のワクチン接種に関連していた。また，気軽
に相談できる医療関係者の存在も，娘のワクチン
接種に関連していることも明らかになった。
Marlow14）は，親が娘へ新しいワクチンの接種を
決定する要因として，予防接種への規範意識と過
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去の予防接種行動が強く影響することを示してい
る。特に予防接種習慣のない親では，信頼できる
医師からの情報提供が懐疑心を軽減し，娘のワク
チン接種を促進することが報告されている。日本
での高い HPVワクチン接種率は，親世代に浸透
している予防接種への肯定的規範意識が，受動的
に娘へのワクチン接種を促進した結果とも考えら
れる。
　また，「性感染症に罹ることは恥ずかしい」と
いう意識が，娘の HPVワクチン接種に関連して
いたことは，性行為によって容易に感染する
HPVと子宮頸がんに対する偏見やスティグマを
生む危険性も示している。また，母親の持つ知識
において，尖圭コンジローマに関する正答率が極
端に低かったことからも，性感染症に関する情報
が十分でないことも推測される。
　子宮頸がん予防啓発事業は，思春期女子のワク
チン接種率の向上だけに焦点を当てるべきではな
い。セクシャルデビュー前のワクチン接種の意義
と子宮頸がんも含めた性感染症予防教育の中で，
HPV感染が，性別を超えて男女で取り組むべき
健康課題であることを広く伝えることが必要とさ
れている。
4.3　母親が担う娘への情報提供
　母娘間での子宮頸がんに関する会話は，娘の
HPVワクチン接種と関連があることが明らかに
なったが，今後の子宮頸がん予防に有益な情報提
供までは行われていなかった。また，ワクチン接
種終了もしくは接種予定のある母親でも，43％は
娘との会話がない現状も明らかになった。
　Gamble8）は，娘への HPVワクチン接種を受容
した親には，その要因の一つとして，親子のコ
ミュニケーションの中で性に関する会話があった
ことを報告している。特に母親は，HPVが性交
渉で感染することから，他の性行為感染症（ ）
の予防や避妊についてもすすんで娘と話をしてい
る者が多いことを紹介している。また，Robertら
は18），母親がワクチン接種に受容的で親子で性に
対する会話がある大学生は，HPVワクチン接種
率が高いことを示している。当事者が HPVの感
染経路にある“性”ときちんと向き合う機会を母
親が作ることは，自発的な子宮頸がん予防行動を
可能にするといえる。

　ワクチン接種の有無にかかわらず，子宮頸がん
に対する情報に触れる機会のない思春期女子が，
子宮頸がん検診の必要性や性感染症の問題，子宮
という生殖器の健康などについて，母娘で話し合
う機会を促進するためにも，母娘の教育的視点を
重視した子宮頸がん予防プログラムの検討が望ま
れる。
4.4　研究の限界
　今回の横断調査では，各学校・地域における予
防教育の取り組みの違いは考慮していない。また，
学校を通した調査票の配布であったことから，個
人情報への十分な配慮を必要とし，家庭背景や母
親の特性については調査内容に含まれていない。
今後，予測された関連要因の影響力について多重
解析を行うとともに，国のワクチン接種に対する
積極的勧奨が中止されたことによって生じた影響
についても検討する必要がある。

5．結語
1）福岡県内の女子中高校生において，78.4％の
HPVワクチン接種率が示された。
2）母親の52％は子宮頸がんに関する知識を持た
ず，情報提供を受ける機会が少ないことが予測さ
れた。また，子宮頸がん検診受診率は26.8％だっ
た。母親の知識と子宮頸がん検診受診行動は，娘
の HPVワクチン接種に関連がみられた。
3）9割以上の母親は，予防接種全般に対して，
「感染予防に重要」で「親としての義務」である
という肯定的な規範意識を持っていた。これらの
規範意識は，娘のワクチン接種との関連が示され
た。
4）HPVワクチンの効果や安全性に対する母親の
意識は，娘のワクチン接種と関連があった。
5）母親の尖圭コンジローマに関する知識は低く，
性感染症への羞恥心が娘のワクチン接種に関連し
ていることが示された。子宮頸がん予防に性教育
の視点が必要とされていることが示唆された。
6）過半数の母親は娘と子宮頸がんに関する会話
を持っていたが，今後の予防行動つながる内容は
伝えられていなかった。
　今後，性教育の視点を含めた HPV予防啓発と，
母娘を視点においた子宮頸がん予防教育の検討が
求められている。
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